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霞ヶ浦流域及び全国における取組事例

霞ヶ浦河川事務所



◼令和6年度に、流域治水プロジェクトを推進していくために必要な事項に関するアンケート調査を実施した。

１.霞ヶ浦の流域治水協議会のアンケート調査

番
号

自治体名
流域治水プロジェクトを推進するために障害となっていること、又はど
の様な支援、協力があれば良いと思うか。

回 答

1 土浦市 先進他事例の情報共有
＜優良事例集＞をご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。
https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/sesaku/index.html

2 稲敷市 市民対象の防災訓練、マイタイムライン講座の講師派遣

市民対象の防災訓練は自治体主体となりますが、
マイ・タイムライン講座の講師として国職員を派遣することは可能です。その場合は、霞ヶ浦河川事務所流域
治水課までご連絡下さい。

3
かすみがうら

市
人材派遣

マイ・タイムライン講座の講師として国職員を派遣することは可能です。その場合は、霞ヶ浦河川事務所流域
治水課までご連絡下さい。

4 神栖市
既存施設の維持管理に予算が圧迫されているため、今後、プロジェク
トを推進するに当たり、国からの助成制度があると良い。

＜各省庁の支援事業＞をご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。
https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/renkei001.html

5 鉾田市

河川下流地域や湖沼付近は地盤が低い地域が多く、地下水位も高い。
地下浸透が望めない地域では、上流部での降水により、雨水が排水
できないため、ポンプで排水している事態が発生し、ポンプの排水量
を超える雨水量で内水氾濫が起こる。大型貯留＋運動場などを地盤
が低い地域に整備するなどを補助率を高くして、推進して頂きたい。

補助率の嵩上げについては、国土交通本省へ申し伝えて参ります。

6 阿見町

・浚渫や調整池の整備に係る補助メニューの創設及び拡充（計画的
に利用できるもの）
・流末となる一級河川が増水し、町内の排水がはけきれないことが町
内冠水の原因となっているが、県予算や時間を要することが支障と
なっている。
・田んぼダム等民地協力が必要な事業について、成功事例となるまで
の過程（どのような方法で地元の理解を得ることができたかなど）の情
報提供などが欲しい。

・準用河川における河道掘削（浚渫事業）については、
個別補助：事業間連携河川事業
交付金 ：防災・安全交付金（総合流域防災事業（準用河川改修事業））
地方債 ：緊急浚渫推進事業

流域対策として実施される調整池については、
交付金 ：防災・安全交付金（流域貯留浸透事業）

などの補助メニューが既にございますが、この他にも要件により活用できる制度がございます
ので支援事業集・優良事例集もご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。

＜支援事業集＞
https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/renkei001.html

＜優良事例集＞
https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/sesaku/index.html
なお、維持掘削（浚渫事業）など維持管理に関する補助制度は現状ございません。
何卒、ご理解頂きたくお願いいたします。

・田んぼダム等民地協力が必要な事業の成功事例について情報収集し、今後、霞ヶ浦流域治水協議会等で
情報提供させていただきます。

7 桜川市
・財政的な支援
・整備重点箇所の抽出・提案

・＜各省庁の支援事業＞をご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。
https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/renkei001.html

・霞ヶ浦流域において、内水により浸水被害が発生した箇所から重点に（アンケート結果を参考
にする）、資料－２『農業用ため池 等の事前放流』の取組を展開できればと考えています。

8 筑西市
田んぼダムの取組を推進するため、土地改良区や水利組合に交付す
る補助金や助成金等の支援を拡充すること。

＜各省庁の支援事業＞をご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。
https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/renkei001.html

※令和6年度時点で回答があった自治体のみを掲載
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⚫ 関係自治体へのアンケート結果を踏まえ、関係自治体が流域治水プロジェクトを推進していく上で
の共通する課題を抽出した。

アンケート結果を踏まえた関係市町に共通する課題及び要望

①財政・予算面の課題（補助金等の不足）

➢ 既存施設の維持管理による予算圧迫と、国からの助成制度をはじめとする財政的支援の必要性。

➢ 浚渫（しゅんせつ）や調整池の整備に向けた、計画的に利用可能な補助メニューの創設および拡充。

➢ 田んぼダム推進に向けた、土地改良区や水利組合等へ交付する補助金・助成金の支援拡充。

➢ 低地盤で内水氾濫が起こりやすい地域における、大型貯留施設（運動場など）整備に対する補助率の引
き上げ。

②民間協力・合意形成に関するノウハウ・情報不足

➢ 田んぼダムなど民地の協力が必要な事業において、地元の理解を得るためのプロセスや成功事例の情
報提供。

➢ 先進他事例に関する情報共有の不足。

③防災啓発および専門人材の不足

➢ プロジェクト推進等に向けた人材派遣の要望。

➢ 市民対象の防災訓練や「マイ・タイムライン講座」を実施するための講師派遣の要望。

④地理的要因と排水対策の課題

➢ 低地および高地下水位による雨水浸透の困難さと、ポンプ排水量超過に伴う内水氾濫の発生。

➢ 流末（一級河川）の増水に伴う冠水被害と、県主体の対策に時間を要する現状。

➢ 効率的な対策推進に向けた整備重点箇所の抽出および提案の必要性。

２. アンケート結果（共通する課題の抽出）
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抽出した共通課題との
対応

タイトル 具体的な取組内容 自治体等 実施年 頁数

① 財政・予算面の課題 防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布
防災行政無線のデジタル化にあたり、防衛省の「民生安定助成事業」
や「特定防衛施設周辺整備調整交付金」を活用。

鉾田市など R3 5

②民間協力・合意形成
に関するノウハウ・情報
不足

より効果的な水防活動の実施及び水防体制の
強化

有志の防災士による「神栖市防災士協議会」を設立し、自主防災組織
に対する結成・促進や訓練を通じて地域防災力の向上を図る。

神栖市 R3 7

小貝川堤防決壊４０年シンポジウム〜龍ケ崎
市市民防災フェア2021〜

水害経験者による現地説明や、当時を知らない高校生とともに防災を
考えるシンポジウムを開催し、災害経験の伝承と危機意識の高揚を図
る。

龍ケ崎市 R3 8

地域住民を対象とした防災教育の実施 ／ まる
ごとまちごとハザードマップの整備

消防庁の「自主防災組織等のリーダー育成支援事業」を活用し、市内
在住の防災士が各地域に出向いてワークショップを行うことで、地域と
の協働による「防災」からの「まちづくり」を展開。

鉾田市 R4 9

「マイ・タイムライン」 作成講習の実施/水防団
や地域住民が参加する洪水に対しリスクが高
い区間の共同点検

消防団や地域住民だけでなく、地元の行政区長が参加し、霞ヶ浦沿岸
の増水時の対応確認および危険箇所の点検を共同で実施している 。

小美玉市 R7 10

③防災啓発および専門
人材の不足

地域住民を対象とした防災教育の実施 ／ まる
ごとまちごとハザードマップの整備

茨城県防災講座を活用し、ペッパーくんが講師となり、小学校で「マイ・
タイムライン講習会」を実施。

鉾田市 R4 9

・避難所開設訓練及び災害時対応による研修
の実施

各地区区長や民生委員を対象に、茨城県危機管理課から職員を派遣
してもらい、マイ・タイムライン作成方法の講話を実施。

行方市 R5 12

・自治体の防災対応力向上に係る支援
市町村防災担当者向けに気象台などと共催で、「災害対応講習会」や
「気象防災ワークショップ」を実施し、防災対応力の向上を図る。

水戸気象台 R7 13

④地理的要因と排水対
策の課題

・地域住民の適切な避難行動を支援するため
の取組み ／ 他機関等との連携を強化するた
めの取組み

災害時に他機関（大子町）が所有する災害復旧用排水ポンプ車の応援
について、書面の取り交わしにより支援体制を明確化。

鉾田市 R5 15

・内水被害危険箇所の対策、排水ポンプの準
備（移動式排水ポンプ車の整備及び防災アプリ
の導入）

頻発する台風や大雨による浸水被害への対応を強化するため、「移動
式排水ポンプ車」を導入し、出水期に備えて自主防災組織や消防団等
と合同で操作講習会を実施。

かすみがうら
市

R6 16

・防災行政無線テレフォンサービスの周知、水
防資機材の購入・訓練実施等

中小河川の越水による住宅浸水リスクを防ぐため、大型水のう（タイ
ガーダム）や止水板を配備し、消防署や消防団と連携した設置訓練を
実施。

龍ケ崎市 R6 17

農業用ため池、ゴルフ場池からの事前放流

農業用ため池等の流域の貯留施設で、大雨が降ることが予想される場
合に事前に霞ヶ浦へ排水することによって、貯留施設の水位を下げて
流出を抑制させるための容量を確保し、市街地などの浸水被害の軽減
に寄与。

潮来市等 R6～ 18

【出典】霞ヶ浦流域大規模氾濫に関する減災対策協議会における取組事例から抜粋
https://www.ktr.mlit.go.jp/kasumi/kasumi00551.html

３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧
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① 財政・予算に関する事例

３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（① 財政・予算に関する事例）
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３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（① 財政・予算に関する事例）
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②民間協力・合意形成に関する事例

３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（②民間協力・合意形成に関する事例）
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３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（②民間協力・合意形成に関する事例）
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３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（②民間協力・合意形成に関する事例）
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３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（②民間協力・合意形成に関する事例）
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３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（②民間協力・合意形成に関する事例）
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③防災啓発及び専門人材に関する事例

３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（③防災啓発及び専門人材に関する事例）

11



３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（③防災啓発及び専門人材に関する事例）
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３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（③防災啓発及び専門人材に関する事例）
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④排水対策等の事例

３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（④排水対策等の事例）
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３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（④排水対策等の事例）
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３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（④排水対策等の事例）
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３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（④排水対策等の事例）
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霞ヶ浦周辺のゴルフ場 霞ヶ浦周辺の農業用ため池

３. 霞ヶ浦流域の取組事例一覧（④排水対策等の事例）
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◼ 流域治水の推進に向け、各自治体の課題に対応する全国の先進事例を整理した。

４.全国の事例

19

番
号

自治体
名

流域治水プロジェクトを推進するために障害となっている
こと、又はどの様な支援、協力があれば良いと思うか。

【参考とした事例集の頁及び概要】
●：【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025、〇：【参考資料4】流域治水施策集Ver2.0 水害対策編

頁

1 土浦市先進他事例の情報共有
●防災安全交付金 流域貯留浸透事業 (p.5、23)

一級河川又は二級河川の流域内において、貯留若しくは浸透又はそ
の両方の機能を持つ施設の整備

20

〇雨水貯留浸透施設（調整池・公共施設・民間）: p.15, 17 公共施設や民間施設の敷地を利用した貯留・浸透機能の確保 30

2 稲敷市市民対象の防災訓練、マイタイムライン講座の講師派遣
●都市防災総合推進事業 (p.10、44) ※住民の啓発活動
や協議会活動への助成を含む 

避難路や避難場所となる公共施設の整備や防災まちづくり計画の策
定等に対する支援

21

〇要配慮者利用施設の避難確保計画・訓練: p.36 要配慮者利用施設における避難の実効性を確保する 。 31

3
かすみ
がうら
市

人材派遣
●効果促進事業（防災・安全交付金） (p.10、42) ※ソフト
対策への助成を含む 

基幹事業（流域内のハード対策等）と一体となったソフト対策として、浸
水想定区域図、ハザードマップ等の作成・印刷を支援するもの

22

〇避要配慮者利用施設の避難確保計画・訓練: p.36 P4と同上 31

4 神栖市
既存施設の維持管理に予算が圧迫されているため、今
後、プロジェクトを推進するに当たり、国からの助成制度
があると良い。

●水利施設管理強化事業 (p.3、7、15) 
流域治水プロジェクト等に位置付けられた農業水利施設の流域治水
のための取組

23

●水道水源開発等施設整備費国庫補助金(p.11、49) 
浸水想定区域等に位置し、浸水災害により給水停止となる恐れがある
基幹となる浄水施設等に対して、浸水災害への対策工事として防水扉
等を整備する事業

24

〇ため池の活用: p.18 農業用ため池の貯水機能を活用し、農地や下流域の浸水を防止 31

5 鉾田市

河川下流地域や湖沼付近は地盤が低い地域が多く、地
下水位も高い。地下浸透が望めない地域では、上流部
での降水により、雨水が排水できないため、ポンプで排
水している事態が発生し、ポンプの排水量を超える雨水
量で内水氾濫が起こる。大型貯留＋運動場などを地盤
が低い地域に整備するなどを補助率を高くして、推進し
て頂きたい。

●防災安全交付金 流域貯留浸透事業 (p.5、23) P4と同上 20

〇雨水貯留施設（テニスコートの多目的利用）: p.15 テニスコート等の多目的利用やグリーンインフラとしての活用 30

6 阿見町

・浚渫や調整池の整備に係る補助メニューの創設及び拡
充（計画的に利用できるもの）

●農業水路等長寿命化・防災減災事業 (p.7、28) 流域治水対策のために行う農業用用排水施設の整備等 25
〇用排水施設・ポンプ（農業水利施設）: p.13 農業用排水路や排水機場の整備により、湛水被害を防止・軽減 32

・流末となる一級河川が増水し、町内の排水がはけきれ
ないことが町内冠水の原因となっているが、県予算や時
間を要することが支障となっている。

●下水道浸水被害軽減総合事業 (p.6、25) 
内水浸水リスクの高い地区等において、下水道浸水被害軽減総合計
画に基づきハード・ソフト含めて総合的に実施する都市浸水対策

26

〇排水施設・ポンプ（下水道）: p.12 自然排水が困難な地盤の低い地域におけるポンプ排水 32
・田んぼダム等民地協力が必要な事業について、成功事
例となるまでの過程（どのような方法で地元の理解を得
ることができたかなど）の情報提供などが欲しい。

●多面的機能支払交付金 (p.4、19) 水田の雨水貯留機能の強化（「田んぼダム」）を推進する活動 27

〇「田んぼダム」（合意形成）: p.19 農家の負担を最小限に、交付金の活用による継続的な支援体制。 33

7 桜川市
・財政的な支援
・整備重点箇所の抽出・提案

●特定都市河川浸水被害対策推進事業 (p.5、22) ※特別
交付税措置の対象 

・特定都市河川に指定済み又は指定予定である河川で、流域水害対
策計画の策定、変更
・特定都市河川流域で河川の整備、雨水貯留浸透施設の整備、浸水
被害防止区域又は貯留機能保全区域の指定と併せた二線堤の築造、
排水施設の整備 等

28

〇水害リスクマップ: p.33 発生頻度が高い降雨規模の浸水範囲と頻度を図示し、多目的に活用 33

8 筑西市
・田んぼダムの取組を推進するため、土地改良区や水利
組合に交付する補助金や助成金等の支援を拡充するこ
と。

●農地耕作条件改善事業 (p.4、18) 
水田の貯留機能向上のための「田んぼダム」等に取り組む地域で実
施される農地整備

29

●多面的機能支払交付金 (p.4、19) P11と同上 27
〇「田んぼダム」（財政支援スキーム）: p.19 P17と同上 33



20

４.全国の事例（防災安全交付金 流域貯留浸透事業 ）

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P23
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４.全国の事例（都市防災総合推進事業 ）

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P44
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４.全国の事例（効果促進事業（防災・安全交付金））

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P42
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４.全国の事例（水利施設管理強化事業 ）

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P15
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４.全国の事例（水道水源開発等施設整備費国庫補助金）

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P49
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４.全国の事例（農業水路等長寿命化・防災減災事業） 

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P28
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４.全国の事例（下水道浸水被害軽減総合事業 ）

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P25
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４.全国の事例（多面的機能支払交付金）

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P19
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４.全国の事例（特定都市河川浸水被害対策推進事業 ）

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P22
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４.全国の事例（農地耕作条件改善事業 ）

※【参考資料3】流域治水対策等の主な支援事業集2025 P18
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４.全国の事例（雨水貯留浸透施設（調整池・公共施設・民間））

※【参考資料4】流域治水施策集Ver2.0 水害対策編 P15，17
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４.全国の事例（要配慮者利用施設の避難確保計画・訓練、ため池の活用）

※【参考資料4】流域治水施策集Ver2.0 水害対策編 P18，36
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４.全国の事例（排水施設・ポンプ（下水道）、用排水施設・ポンプ（農業水利施設））

※【参考資料4】流域治水施策集Ver2.0 水害対策編 P12，13
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４.全国の事例（「田んぼダム」（合意形成、財政支援スキーム ） 、水害リスクマップ）

※【参考資料4】流域治水施策集Ver2.0 水害対策編 P19，33

※参考：霞ヶ浦水害リスクマップ（https://www.ktr.mlit.go.jp/kasumi/kasumi_index080.html）
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